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Secretin Injection test : SASI test）は機能性ガストリノー7 の局在診断法として術前に切除範囲を
決定しうる極めて有用な手段であるの 腹部動脈造影の際，カテーテノレを胃十二指腸動脈，上腸間
膜動脈，牌動脈などに挿入することにより，その栄養領域に機能性ガストリノーマが存在するか否
かを容易に診断できる． ガストリ ノーマが捧頭十二指腸領域に存在し勝体尾部に存在しない， 或
いはその逆であるという事を診断できるので，確信を持って勝頭十二指腸切除をすべきか勝体尾部
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